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背景
自治体ごとの再エネ目標策定の現状と課題

• 改訂温対法は，地方自治体が策定する実行計画の実行性を高めるため，再生可能エネルギー促進目
標などに関する具体的な数値目標を設定することを法的要件として明文化。

• 2023年3月31日時点で，東京都・京都市・横浜市を始めとする934自治体（46都道府県，531市，21特
別区，290町，46村）が「2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロ」を表明、係る自治体の総人口は約1
億2,577万人にのぼる。

• 2022年3月時点での調査 によると，区域政策編を策定した571団体の内，再エネの導入等を促すため
に促進区域を設定した団体はわずか5団体，全体の0.9％に過ぎず，「設定に向けた検討を進めてい
る」と回答したのは39団体，全体の6.8％を占める。促進区域を設定した5団体とその設定を検討中の
39団体，計44団体に対し，「設定に向けた課題」について質問したところ，その66％の団体が「地域の
再生エネルギー導入ポテンシャルが分からない」を指摘。

https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/gis_promotion.html?tool=promotion
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背景
PVポテンシャルの定量化手法① トップダウン型

トップダウン型
例： REPOS促進区域検討支援ツール

https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/gis_promotion.html?tool=promotion

自治体再エネ情報カルテ（葉山町）

ポテンシャル、導入実績、電力需要量、
二酸化炭素排出量など

都道府県コード 神奈川県 都道府県 14
市町村コード 葉山町 市町村 14301

■ポテンシャルに関する情報（太陽光）
小区分1 小区分2 導入ポテンシャル 単位

1.220 MW
1,698.212 MWh/年

0.269 MW
374.825 MWh/年

2.110 MW
2,935.796 MWh/年

50.440 MW
71,125.209 MWh/年

2.362 MW
3,287.667 MWh/年

0.066 MW
92.440 MWh/年
39.874 MW

55,491.802 MWh/年
0.000 MW
0.000 MWh/年

96.342 MW

135,005.952 MWh/年

0.000 MW
0.000 MWh/年
0.046 MW

63.329 MWh/年
1.524 MW

2,120.311 MWh/年
0.187 MW

260.649 MWh/年
1.495 MW

2,080.991 MWh/年
0.000 MW
0.000 MWh/年

3.252 MW

4,525.281 MWh/年

1.285 MW
1,788.310 MWh/年

0.748 MW
1,040.536 MWh/年

 備考：

　・

　・

※1

　 2

　 3

Ver .2 (2023年4月1日)

自治体再エネ情報カルテ（太陽光詳細版）

中区分

建物系

官公庁

病院

学校

戸建住宅等

集合住宅

工場・倉庫

その他建物

鉄道駅

合計

再生利用可能（地上設置型）※2

「―」は推計対象外あるいは数値がないことを示しています。

「■ポテンシャルに関する情報（太陽光）」について、上段が設備容量、下段が年間発電電力量を示しています。

再生利用可能（営農型）は、すべての荒廃農地に営農型太陽光を設置した場合の推計値を示しています。

再生利用可能（地上設置型）は、すべての荒廃農地に地上設置型太陽光を設置した場合の推計値を示しています。

再生利用可能（農用地区域：営農型、農用地区域外：地上設置型）は、農用地区域内は営農型太陽光、農用地区域外は地上設置型太

陽光を設置した場合の推計値を参考として掲載しています。

耕地

荒廃農地
土地系

※参考
再生利用可能（農用地区域は営農型、農用地
区域以外は地上設置型）※3

一般廃棄物

再生利用可能（営農型）※1

再生利用困難

合計

ため池

田

畑

最終処分場
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背景
PVポテンシャルの定量化手法② ボトムアップ型

ボトムアップ型
例： AI画像解析技術によるポテンシャル計算方法

出典：令和３年度ＡＩ解析等による太陽光発電設備導入状況把握等に関する調査検証委託業務報告書
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1. 基本情報：
1.1 葉山町を対象としたIGESデータベース

1．葉山町GISデータバース（地形、地質、土地利用、建築、道路交通、エネルギー、森林・植生、農業、
福祉施設、気象、災害マップ、葉山エリアの衛星写真、生物多様性データ・藻場分布など）
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1. 基本情報
1.2 葉山町の基本情報

表1 葉山町の基本情報

項目名 年 数量 単位

総土地面積 2020年 1,704 ha

林野面積 2020年 881（51.7％） ha

耕地面積 2021年 32（1.9％） ha

田耕地面積 2021年 3（0.2％） ha

畑耕地面積 2021年 29（1.7％） ha

市街地等面積 2021年 791（46.4％） ha

総人口 2023年（5月） 32,532 人

総世帯数 2020年（5月） 14,657 世帯

出典：農林水産省（2023）「統計情報わがマチ・わがムラ」，葉山町統計情報（2023）「令和５年度葉山町字別の世帯と人口」に基づき作成。

• 葉山町行政区域の面積は17.4
㎢

• 人口 3.25万人（2023年），1.46
万世帯

• 全体土地面積の51.7％を林野
地が占める自然豊かな町

• 全体耕地面積はわずか1.9％し
かない。

• 林野地と耕地を除いた市街地
などの面積は全体の46.4％占
める
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1.2 葉山町の立地：海に近く、山地に囲まれた地形

 西側の海岸沿いか
ら陸の東側に向け
山地が広がる地形

 長柄，堀之内，一色，
上山口，下山口，木
古庭の6つ地区

 人口密度：１８６２
人／㎢
 一色：3674人

／㎢
 堀内：3356人

／㎢

出典：国土交通省・国土地理院データ，QGIS等に基づき作成。
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1.3 葉山町の地形：西から東に向かって山地が広がる

出典：国土交通省・国土地理院デー
タ，QGIS等に基づき作成。
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1.4 葉山町の地質：河川堆積物層
（主に住宅街エリア）

出典：国土交通省・国土地理院データ，QGIS等に基づき作成。
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1.5 葉山町の土地資源
PV導入ための十分なスペースはない

葉山町の土地資源

出典：国土交通省・国土
地理院データ，QGIS等に
基づき作成。
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1.6 葉山町の建築物
屋上スペースが最もリーズナブルなPV導入空間

• 1.72万以上の建築物

• 建築面積：148万㎡

建築物GISデータ（葉山）

出典：国土交通省・国土地理院データ，QGIS等に基づき作成。
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2. 分析結果
2.1 分析方法 ① 導入係数

• PV導入面積の試算において考慮すべき事項：面積当たりの導入係数を１Kw／15㎡に設定

REPOSに基づき指定した葉山町建
築照会エリア（左図）のPV導入量

 

面積
（㎡）

設備容量合
計(kw)

面積当たり導入量
（Kw／㎡）

区域内全体面積 44,461.8
0 ‐ ‐

戸建て住宅等建物
面積 1366.1 107 12.8

その他建築物面積 10950.3 607 18.0

小計 12,316.4
0 714 17.2

出典：国土交通省・国土地理院データ，REPOS, QGIS等に基づき作成。
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2.1 分析方法 ② 導入面積
2.2 試算結果

• 全体面積 ＞ 災害指定区域・リスクエリアの建築物の除外

建築物個数 最大値※1

（㎡）
最小値※2

（㎡）
合計面積
（㎡）

町全体に
対する割合

全体 17,200 5,745 1.2 1,480,32
7

100%

全体（災害指定エリア除外） 11,031 5,746 1 955,440 65%

50㎡以上 7,983 5,746 50 887,920 60.0%

堅牢物 124 5,745 35 83,771 5.7%

50㎡以上 115 5,746 61 83,386 5.6%

普通建築物 10,423 3,838 1 857,280 57.9%

50㎡以上 7,825 3,838 50 797,120 53.8%

無壁建築物 484 1,163 3 14,389 1.0%

50㎡以上 43 1,163 52 7,415 0.5%

災害指定エリアを除外した建築物面積

出典：国土交通省・国土地理院データ，QGIS等に基づき作成。
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2.3 防災、適応などの視点も取り入れるべき

• PV導入面積の試算において考慮すべき事項：理論導入量 ＞ 事業ベース導入量（災害リスク） ＞ 耐震性など

• 屋上形状：建築物ご
との屋根の形状は
異なり、４タイプに
分類できる。

• 屋根の向き（太陽に
対する）：形状、向き
によって日照量が
異なる。

• 建築物の周辺環境：
建築物や山、樹木な
どによる影

• 建築物の構造：木造、
鉄筋コンクリート、
その他

• 築年数：防災上の配
慮

• 景観：光害などの近
隣トラブル

出典：国土交通省・国土地理院データ，QGIS等に基づき作成。
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2.4 長期気候変動影響も考慮すべき

• 中長期気候変動インパクトも考慮すべき：2050年、2100年までの海面上昇量、気温、
降雨量、異常気象の頻度などの科学的予測結果や関連知見の活用

• 海面上昇：沿岸部浸水に対応するための高台移転の候補地の早期の選定と整備
• 森林伐採？
• 防災計画の見直し？
• 都市計画の全面的な再検討？

• 予想気温、予想降雨量、異常気象など：生物多様性、自然環境保護、防災リスク、食の安
全、水の安全などへの長期予測・評価の実施

• PV導入のための経済性分析（コスト）、産業影響分析などは急がなくても良いのでは？



3. 今後の展望
再エネポテンシャル評価のためのフレームワーク：太陽光発電の例

Source: Created by IGES based on QGIS software, public GIS data, free GIS maps (Open Street Map), etc.

住宅部門：建築面積、築年数、屋根形
状、構造、耐震性、台風被害、都市景

観など)

森林部門：森林減少によるトレードオ
フの関係（災害リスク、生物多様性へ
の影響、吸収源の喪失、他の生態系

サービス能力の喪失）

農業部門（農業シェアリング）：トレード
オフの関係（食品安全リスク、環境影

響など）

日射量に基づく理論上の
ポテンシャル

更に利用制限を考慮したポテン
シャル

更に気候変動長期予測、国際協力を考慮したポテ
ンシャル

• 海面上昇（国土形状の
変化）

• 気温上昇（気象環境の
変化）

• 異常気象
• 災害リスク
• 食の安全（農業）
• 水の安全保障（将来の

降雨量予測など）

更に環境影響を考慮したポテン
シャル
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